
国連持続可能な開発のための教育の10年　 イーエスディー・レポート

ESDとは「持続可能な開発のための教育＝Education for Sustainable Development」の略。社会、環境、経済、文化の視点から、人類が直面するさまざまな課題に取組み、公正で豊かな未来をつくる

「持続可能な開発」── それを実現する力を、世界各地に生きる私たち一人ひとりが学び育むことをめざして、「国連持続可能な開発のための教育の10年（ESDの10年）」が、2005年からスタートしています。
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Education for Sustainable Development

シリーズ  学びの場をデザインする

沖縄本島最北端にある人口 5600
人の国頭村（くにがみそん）では、
2000年から年 20回にわたる地域
人材育成講座が毎年開講されてい
ます。次の世代へ何を引き継いで
いけるのか？　その大切さに気が
ついた住民たちによる地域に学び、
地域を元気にする担い手づくりの
空間です。地域資源（自然・文化・
歴史など）を理解し、持続的な利
活用を身につけるこの講座、2007
年度は、集落の生活史を地域住民
が自らの手でまとめるガイドブッ
ク（小冊子）づくりを行いました。
都市部の大学生が村民の意識変化
をドキュメンタリー番組として記
録するというプロジェクトも重な
り、世代や地域を超えた相乗的な
学びの場がつくられました。

キーワード
村の記憶をカタチに
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関係者
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都市部の大学生

集落の手づくりガイ
ドブック作成プロジ

ェクト

☜ 比地集落にある神アサギ（集落の神事を行う際
の拝所となるだいじな場所）とその神アサギを
紹介している手づくりガイドブック

わったーシマの記憶をカタチに　NPO法人国
くに

頭
がみ

ツーリズム協会 

※ わったーシマ：「私の集落」という意味

写真提供：久高将和（NPO法人国頭ツーリズム協会）
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　シリーズ　学びの場をデザインする

集落の生活史を自分の手でまとめ
あげる

これまでの講座を通じて、村の若者やお
じい、おばあたちとともに地域の資源を調
べ、マップ化し、共有する作業を積み重ね
てきました。しかし、その後それらの成果
を有効に活用できていないという課題があ
りました。一方、集落調査として村にやっ
てくる研究者たちの報告書は、そこ住む
人々の視点が盛りこまれず、住民が手に取
る機会すらないのが実情です。
そこで住民が協働で、自らが記憶にとど
めている原風景や物語、人の営みなどのド
ラマを自分たちの生活史として発掘し、自
らの手でまとめあげ、集落の共同店や村の
観光施設などで販売できる「ガイドブック」
というカタチに仕上げることをゴールにしよ
うとなったのです。対象は村の 20集落の
うちの浜と比地、そして与那の3集落です。

成果物の活用イメージを具体的に

ガイドブックは、ただ単に集落を紹介す
るものではありません。集落内のスポット
を選びそれらを集落散策ツアーの行程とし
てまとめあげることにこだわりました。集

落のスポットを選ぶ作業は、歩けば歩くほ
ど自らの地域の文化の豊かさを実感し、今
まで気にとめなかった地域の資源を再発見
する道のりでもありました。いざとなると知
らないことばかりで、それまでの地域資源
の掘り起こしも、浅く、甘かったことも反
省させられました。ガイドブックの完成まで
延べ 20回以上のフィールドワークやワー
クショップを重ね、集落の先輩方を訪れて
聞き書きし、書物でさらに確認する時間の
かかる作業でした。

世代を超えた学び合い

このガイドブック作成作業の一部始終
を、琉球大学でマスコミ学を専攻する学生
たちがカメラやマイクを持って追いかけ、
15分番組に仕上げたことも、相乗的な学
びの広がりにつながりました。沖縄の都市
部に住む学生たちは、はじめは手探りの
状態でしたが、講座で学ぶ村民たちの姿
にふれ、言葉を交わしていく中で、直面し
ている問題に向き合い、持続可能な地域
づくりに取り組む農村を身近に考えるよう
になったといいます。番組は「学びの実践
～国頭村のチャレンジ～」と名づけられ、
講座終了時にみんなで鑑賞し、双方が勇
気づけられました。

本シリーズは、ESDにつながる全国のさまざまな活動を、「教育」の視点で紹介していく事例レポートです。

　  このガイドブックづくりがスタートしてから、
とても忙しくなりました。集落の人たち（おじい
やおばあ）が、集落で気づいたこと、気になった
ことなど、何でも気軽に話しかけてくるようになっ
たから。近い将来、ガイドブックで取り上げた
1班から5 班までの川の水を飲める状態に取
り戻し、ガイドブック片手の集落散策ツアーで
コーヒーを入れて飲めるまでにしたいと思って
います。（国頭村与那区長 津波敏久さん）

活動をふ
りかえっ

て

カタチにするまで諦めない

すべて手づくりのガイドブックの制作は
簡単ではありません。農作業や家事を終え
た後や週末に、集落の公民館や村の集会
施設にみんなが揃うのは容易でないからで
す。各集落に住む役場職員をリーダーとし
て位置づけ、講座のファシリテーターが何
度もそのリーダーを元気づけ、なんとか完
成にたどり着けました。
ガイドブックが完成したら、集落の案内
役を村民たちが担っていかなくてはなりま
せん。それは、ツアー参加者とともに歩き、
会話を重ねることで、そのスポットと「自
分とのかかわり」をあらためて位置づけな
おす作業そのものです。ある集落では、今
年度からモニターツアーを開始し、自分た
ちの生活史を参加者と共に学ぶツアーが
始まっています。ガイドブックというカタチ
になったことで、次なる思いが湧き上がり、
その積み重ねを楽しみ、地域が元気にな
るしくみを自らで育みはじめています。

（報告：大島順子）

はじめは自然の中でツアーを体験するのがエコツーリズ
ムかな、といった程度の理解だったのですが、国頭と係わる
ことで本当はもっと地域の役割が大きいということがよくわ
かりました。自分たちの地域を知ることが地域活性化の出

発点なんだということを学んだと思います。そ
して、地域を学ぶということを通じて、世代を
超えて話し合う場ができ、交流の活性化も引
き起こされていることを体感しました。　　
（琉球大学マスコミ学専攻学生 新垣瞳さん）

11月 28日 ( 金 )ESDカフェに大島順子さんをゲストに迎え、国頭での地域の学びを紹介してもらいます！　詳細はウェブサイトにて。
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ESD-Jの挑戦 第2回

ESDを広げ、すすめるために
このコーナーでは、ESD-J が進める主要プロジェクトやその成果を紹介し、ESD-J が何を目指し、何に取り組んでいるのかを紹介していきます。2

回目は政策提言 PTの「ESD推進のための政策提言の取りまとめ」事業と情報 PTの「ウェブサイトのリニューアル」事業をご紹介します。

 政策提言 

ESD推進のための政策提言の取りまとめ事業
ESD-J は何を実現するために存在し、何を獲得するための運動を
展開するのか？　過去 5年間の成果をレビューし、ESDの 10年
の最終年に向けた達成目標とその実現のための政策手段につい
て、具体化することに取り組みます。ここで取りまとめた政策は、
円卓会議や議員連盟、ボン会合等でアピールし、その実現に向
け働きかけていきます。

成果物のイメージ　

1.  ESD-J がめざす、2014 年までに達成すべき具体的な「ESD
の 10年」の目標

2.  目標の達成度を測る指標及び 2014 年までの行程表（ロード
マップ）

3.  その目標達成に向けて必要な政策に関する提言
● ESD-J が自ら実施する活動に関する戦略
● 地域での活動
● 国レベルでの活動（関係省庁、経団連等）
● 国際レベルでの活動（ユネスコ、国連大学、ESDを推進す
る市民セクターグループなど）

全体として5～ 10ページ以内のコンパクトな戦略目標・提言と
なることをめざしています。

8月に理事による政策提言案を提示した上で、ESD-J 会員からも
広く意見、アイデアを募りました。現在は全国で開催している地
域ワークショップを通じて、集まったアイデアをブラッシュアップし
ています。それらの議論も踏まえながら、年内には提言として取
りまとめていく予定です。現在出ている提言案やプロジェクトの経
過はウェブサイト「ESD-J の活動」にて公開しています。

政策提言案を議論する地域ワークショップ in 関東のようす

 情報共有 

ESD-J のウェブサイトをリニューアル
今年の 8月に ESD-J のウェブサイトがリニューアルしました。必
要な情報に利用者がアクセスしやすく、そしてより広範な ESDに
関する情報提供を通じて、ESDに関する総合的なポータルサイト
を目指しました。メニューの構成も大幅に見直し、利用者向けに
新たな機能も追加しました。主な新機能、新コンテンツは以下の
とおりです。
★ ESDカレンダー
ESDに関するさまざまなイベントや事業を紹介します。ESD-J
の会員はイベントの登録も可能です。

★会員専用資料集
ESD-J 会員専用の資料集コーナーを準備しました。事務局が保
有していたドキュメントについて、会員の利用のニーズを勘案
しながら、順次公開していきます。

★ ESD-J の活動プロセス
これまで、ESD-J の活動はトピックスとして断片的に紹介してき
ましたが、リニューアルに伴いプロジェクト単位で、継続的に
情報公開し、ESD-J がどこを目指し、何に取り組んでいるかを
積極的に公開していきます。

★ ESD-J への依頼
ESD-J への講師派遣依頼や名義申請など、より効率的にコミュ
ニケーションを図るために、手続きの流れや登録フォームなど
を完備しました。

それ以外に、ESD に
関する基本情報や
ESD-J の組織案内な
どもかなり充実させて
います。また、今年
スタートした ESD 地
域ブログや ESD-J の
日々を伝える事務局ブ
ログも配信しています
ので、ぜひアクセスし
てみてください。

www.esd-j.org
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紅葉の便りが届く季節になりました。秋の日はつ
るべ落とし。木々の葉も少しずつ散って寂しくなり
ますが、植物はもうこの時期に来年の芽をつくって
いるといいます。寒くなる時にはしっかり寒くなっ
て、新しい年を迎えるのが一番なのでしょう。この
夏より情報共有 PTの末席を汚しています。日常
の仕事とは異なる分野でのさまざまな活動を知る
ことも多く、この仕事を通じて少しでも視野を広げ
る機会にしていきたいと思っています。（荘司博史）

特定非営利活動法人「持続可能な開発のための教育の10年」推進会議（ESD-J）
http://www.esd-j.org/  　　e-mail : admin@esd-j.org 
〒150-0001　東京都渋谷区神宮前5-53-67　コスモス青山B2F　
TEL: 03-3797-7227 　FAX: 03-6277-7554 

● 会員募集中：正会員（10,000 円）、準会員（3,000 円）詳しくはHPをご覧ください ●

NPO法人コモンビートは、「熱い気持ちが未来をつくる 感じるチカラが日本を育てる」をスローガンに、
ミュージカル創作を通じて情熱や感受性を育てる「100人 100日共育プログラム」を実施しています。

私たちは問題解決のための取り組みを直接実施するの
ではなく、課題を解決していけるような人材を育てること
を目的としています。問題に気づく感受性（インプット）、
それを自らが咀嚼・判断し（オンプット）、行動に起こせ
る情熱（アウトプット）を、教え学ぶ関係ではなく、互い
がぶつかり合いながら体感していきます。
「未来をつくる教育」という共通のミッションでESD-J
の皆様と協働し、私たちが担うべき役割を発揮できる機
会を作っていけたらと思っています。
子どもがあこがれるような魅力あるステキな大人を増

やすこと。学びは真似るが語源です。これこそが「楽しい
未来を描くことができる教育」ではないかと考えています。
NPO法人コモンビート　（www.commonbeat.org）

熱い気持ちが未来をつくる ー 未来をつくる共育活動
NPO法人 コモンビート

私たちが ESD-J に入ったわけ

8月1日 安城市 ESD職員研修〈教育〉

8月4日 プロジェクトリーダー会議

8月7日 千葉県エコマインド養成講座 
講師派遣

8月13日 ESD-J ウェブサイト・リニュー
アル

8月13日 ESD 推進のための政策提言案
募集

8月20日 ESDレポート（15号）発行

8月28日 情報 PTミーティング

8月29日 第１回ESDカフェ
 ～暮らし・技・心に学ぶESD～

9月1日 文部科学大臣表敬訪問

9月4日 東北大学 eラーニング ESD講
座 撮影

9月9日 安城市 ESD職員研修〈食と農〉

9月12日 自民党総裁選挙候補者へ公開
質問状

9月12日 ESD 推進のための政策提言案
バージョン2公表

9月17日 地域ワークショップ in 九州

9月18日 地域ワークショップ in 名古屋

9月19日 実践ハンドブック編集会議

9月19日 第２回ESDカフェ 
 ～ドイツのESD～

9月23日 地域ワークショップ in 北海道

9月26日 CSR 研究会にて ESD 講義・
ワークショップ開催

9月28日 JICA 地域別研修「持続的な開
発のための環境教育トレーニン
グ」 講師派遣

9月29日 環境省 ESDヒント集編集会議

9月29日 ESD 円卓会議出席

9月30日 安城市 ESD 職員研修〈グロー
バル経済と地域〉

2008年 8月から 9月の活動報告

毎年、300人の若者が東京・大阪・名古屋で公演を
実施し、13000人もの観客を集めています

団体会員 　正会員として1団体が新たにメンバーに加わりました。
● NPO法人 コモンビート（www.commonbeat.org）

個人会員 　正会員 6名、準会員 3名、合計 9名の方が新たにメンバーに加わりました（関東地区 5名、中部地区 1名 関西地区 3名）

新メンバー
紹介

9月 29日（月）、3回目の「ESDの 10年円卓会議」が開催され、政府や高等教育機関におけ
る取組の報告と、ドイツにおけるESD世界会議（ボン会議）についての議論が行なわれました。
ESD-J は ESD推進議員連盟の力も借りながら、「ESDの 10年」の中間年に向け、
● ボン会議に向けて中間年評価の準備、官民協働の「ジャパンレポート」作成
● 日本政府の ESDへの取組を国内外へ発信する「ESDポータルサイト」を内閣官房に設置

などを提案しておりましたが、今回の円卓会議でようやくそれらが動き始めたことが確認できました。
「ジャパンレポート」および「ESDポータルサイト」の作成は、予算化されてはいないものの、内閣
官房のもとで各省および円卓会議が協力し、手づくりで進めていくことになりました。
ボン会議において、日本は ESDに関してどのような発信ができるか？　という議論が行なわれま

した。委員のさまざまな意見を受け、最後に小澤紀美子座長が、「日本の ESDの特徴として“連携”
をキーワードにアピールしてはどうか」と提案されました。もちろん現在の日本のESD推進において、
“連携”が完璧に機能しているわけではありませんが、多様な主体の連携によるESDの実現を目指
して連絡会議や円卓会議をつくり、民間では ESD-J がネットワークをつくり、学校や地域の実践では
行政や企業、NPOなど多様な主体との連携が重要視されているという現状からもみても、的を射た
提案と言えます。今後はその“連携”がより進むような政策を、ESD施策として打ち出していければ
すばらしいのではないでしょうか。
今年度の円卓会議はあと2回程度、ボン会議に向けて開催される予定です。また、円卓会議の開

催報告は、内閣官房ウェブサイト（ESD-J のリンク集よりリンク可）にて公開される予定です。

円卓会議でESD世界会議に向けた議論がスタート！

8～9月

開催日程：2009年3月31日～4月2日
開催都市：ボン（ドイツ）
主催 ：ユネスコ、ドイツ教育省、ドイツユネスコ国内委員会
参加者：ユネスコ加盟の政府代表者、会議が招聘する専門家と市民団体代表、一般公募あわせて700名

◆ESD世界会議の開催概要◆


